
《 訂 正 表 》

『2012年版 司法書士 過去問マスター１』において，以下の様な誤りが判明いたし

ました。お客様にご迷惑をお掛けしたことをお詫び申し上げると共に，下記の様に修正

いただくようお願い申し上げます。

（平成24年３月26日）

訂正箇所 誤 正

ｐ58 正解番号 ５ ３

ｐ102 正解番号 ５ ２

「※但し，判例（大判…」の一文の前に，次の図表を加えて下さい。ｐ197

①条件と期限☆

停止条件―条件成就で効力発生
成否不確実な事実条 →

解除条件―条件成就で効力消滅件

確定期限―到来時期も確定
到来確実な事実期 →

不確定期限―到来時期が未確定限

②履行遅滞・消滅時効の起算点☆

遅滞の時期 消滅時効の起算点

期限到来時（民法412Ⅰ） 期限到来時確定期限付

債務

期限の到来を債務者が知った時 期限到来時不確定期限

（民412Ⅱ）付債務

履行の催告時（民412Ⅲ） 債務発生時期限の定め

<例外> <例外>なき債務

① 消費貸借（民591） ① →成立から相当期間経過後

→催告後相当期間経過後 ※

② 不法行為による損害賠償 ② →損害及び加害者を知った

→ 不法行為時から 時



訂正箇所 誤 正

ｐ246 正解番号 ４ ５

＊下線部分が訂正箇所です。


